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今日もがんばるよ !
4月11日　小学生登校

広報



月日　　12名
東成瀬小学校入学式
祝　入学
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月日　　15名東成瀬中学校入学式

菊地　爽斗
（きくち　さやと）

バスケットボール選手

菊地　 紬
（きくち　つむぎ）
ケーキ屋さん

木下　丈路
（きのした　じょうじ）

野球選手

佐々木　葵羽
（ささき　あおは）
ケーキ屋さん

佐々木　芯太
（ささき　しんた）
警察官

佐々木　栞希
（ささき　りの）
警察官

佐藤　由英
（さとう　ゆえ）
体操選手

髙橋　乙寧
（たかはし　おとね）

警察官

髙橋　　慧
（たかはし　けい）
ケーキ屋さん

高橋　遼吏
（たかはし　とおり）
パン屋さん

谷藤　　迅
（たにふじ　じん）
仮面ライダー

吉田　結都
（よしだ　ゆいと）

バスケットボール選手

ぴかぴかの１年生
大きくなったら、何になりたい?

祝　入学
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■　〔　〕は前年度増減率　（　）は構成比率

歳入
40億6,500万円
〔5.3％〕

国庫支出金
2億2,070万円（5.4％）　

県支出金
2億802万円（5.1％）　

村債
3億8,450万円（9.5％）　

繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

その他
５億4,865万円（13.5％）

村税
２億1,670万円
（5.3％）

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金
配当割交付金
株式等譲渡取得割交付金
法人事業税交付金
環境性能割交付金

交付金等
１億1,843万円
　　　　（2.9％） 一

般
会
計
は
40
億
６
５
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
公
営
企
業
会
計
を
除
く
全
会
計
の
予
算
総
額
は
47
億
６
７
９
０
万
円
と
な
り
、

１
億
５
８
２
１
万
円
、
３
・
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
40
億
６
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
２
億
５
０

０
万
円
、
５
・
３
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
の
大
部
分
を
占
め

る
普
通
交
付
税
は
、
18
億
１
５

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の
減
少

に
よ
る
交
付
額
の
減
額
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、算
定
項
目
の
新
設
、単
位
費
用
の
改
定
、

臨
時
財
政
対
債
振
替
額
の
減
少
を
見
込
み

１
５
０
０
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
地
域
活
性
化
起

業
人
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
対
象
経
費
の

増
加
に
よ
り
２
億
２
９
８
０
万
円
増
額
し
、

５
億
５
３
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
債
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
栗
駒
山
荘

大
規
模
改
修
事
業
や
令
和
５
年
度
に
着
手

し
た
滝
ノ
沢
平
良
線
舗
装
補
修
工
事
な
ど

の
事
業
費
の
減
少
に
伴
い
、
こ
れ
ら
に
充

当
す
る
過
疎
対
策
事
業
債
が
減
少
す
る
た

め
、
前
年
度
に
対
し
６
０
６
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
や
林
道
改
良
事
業
費
補
助
金
な
ど
の

増
加
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
に
対
し
２
０
２

９
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

名　　　称 　令和6年度 増減率
一般会計
　　　国民健康保険（事業勘定）
　　　国民健康保険（直営診療施設勘定）
　　　後期高齢者医療
　　　介護保険
　　　　　　　小　　　計
　　　　　　合　　　　　計
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　簡易水道事業　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　下水道事業　　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的収入

5.3 %
▲ 14.9 %
▲ 2.1 %
3.8 %

▲ 2.6 %
▲ 6.2 %
3.4 %

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

■令和６年度の総予算額
令和5年度

40億6,500万円
2億546万円
9,507万円
3,298万円

3億6,939万円
7億290万円

47億6,790万円
2億2,346万円
2億3,140万円

460万円
1億1,919万円
8,676万円
9,076万円
1,294万円
2,688万円

38億6,000万円
2億4,150万円
9,715万円
3,177万円

3億7,927万円
7億4,969万円
46億969万円

※金額は表示単位未満を四捨五入していますので、
　合計などが一致しない場合があります。   
※簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計は
　令和6年度より公営企業会計に移行しています。

地方交付税
23億6,800万円
（58.3％）

自
主
財
源
　7

億6
,53
5万円
（18.8

%） 予算
令和６年度

依存財
源　
32
億9

,9
65
万
円（
81
.2
％
）
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歳
入
予
算
の
大
部
分
を
占
め

る
普
通
交
付
税
は
、
18
億
１
５

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の
減
少

に
よ
る
交
付
額
の
減
額
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、算
定
項
目
の
新
設
、単
位
費
用
の
改
定
、

臨
時
財
政
対
債
振
替
額
の
減
少
を
見
込
み

１
５
０
０
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
地
域
活
性
化
起

業
人
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
対
象
経
費
の

増
加
に
よ
り
２
億
２
９
８
０
万
円
増
額
し
、

５
億
５
３
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
債
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
栗
駒
山
荘

大
規
模
改
修
事
業
や
令
和
５
年
度
に
着
手

し
た
滝
ノ
沢
平
良
線
舗
装
補
修
工
事
な
ど

の
事
業
費
の
減
少
に
伴
い
、
こ
れ
ら
に
充

当
す
る
過
疎
対
策
事
業
債
が
減
少
す
る
た

め
、
前
年
度
に
対
し
６
０
６
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
や
林
道
改
良
事
業
費
補
助
金
な
ど
の

増
加
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
に
対
し
２
０
２

９
万
円
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
当
初
予
算
で

は
総
務
費
が
最
も
大
き
な
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
や
地
域
活
性

化
起
業
人
事
業
に
お
け
る
事
業
の
増
加
な

ど
が
主
な
要
因
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

２
億
３
３
７
万
円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
総
務
費
に
次
ぐ
予
算
規
模

で
す
が
、
前
年
度
か
ら
６
４
１
８
万
円
減

額
と
な
る
５
億
２
８
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
実
施
し
て
い
る
繰
上
償
還

や
村
債
残
高
の
減
少
に
よ
る
定
時
償
還
金

の
減
少
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
に
対
し
３

０
７
４
万
円
増
額
と
な
る
２
億
３
９
２
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
井
川
・
手
倉

歳出

■　〔　〕は前年度増減率
　（　）は構成比率

40億6,500万円
 〔5.3％〕

議会費
労働費
諸支出金
予備費
災害復旧費

その他
1億3,011万円
（3.2％）

消防費
1億3,227万円
（3.3％）

固定資産税
8,640万円
（39.9％）

村民税
8,500万円
（39.2%）

■　村税の内訳

村たばこ税
2,334万円
（10.8％）

入湯税
1,020万円
（4.7％）

鉱産税
1,000円

軽自動車税
1,175万円
（5.4％）

 ■主要事業（1,500万円以上抜粋）
 一般会計

4億6,627万円
1,722万円
１億150万円
4,483万円
2,220万円
8,111万円
1,868万円
3,106万円
3,306万円
4,160万円

１億6,212万円
１億490万円
5,180万円
1,950万円
7,700万円

1億1,594万円
3,300万円
2,243万円

地域おこし協力隊事業
ふるさと応援推進事業（ふるさと納税）
地域活性化事業
地域活性化起業人事業
福祉医療給付事業
保育園運営事業
児童館管理運営事業
農業振興施設管理事業
中山間地域等直接支払事業
林道整備事業
栗駒山荘大規模改修事業
観光施設整備事業
社会資本整備総合交付金事業
村単道路新設改良事業
道路メンテナンス事業（橋りょう等）
冬期交通対策事業
社会資本整備総合交付金事業（冬期交通）
奨学金貸付事業

商工費
3億4,917万円
（8.6％）

農林水産業費
２億3,921万円
             （5.9％）

教育費
3億1,324万円
（7.7％）

民生費
4億4,824万円
（11.0％）

土木費
3億6,742万円
（9.0％）

衛生費
3億7,184万円
（9.1％）

総務費
11億8,550万円
（29.2％）

公債費
5億2,800万円
（13.0％）

ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修
工
事
や

林
道
本
山
線
本
山
橋
橋
梁
補
修
工
事
に
よ

り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
商
工
費
は
、
前
年
度
に
対
し
２
６
４
９

万
円
増
額
と
な
る
３
億
４
９
１
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
事
業
の

最
終
年
度
と
な
り
事
業
費
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
ス
キ
ー
場
圧
雪
車

購
入
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

  

こ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
化
推
進
事
業
や
こ
ど
も
政
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
度
ま
で
は
特
別
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、
公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主な事業 事業費
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功
績
を
讃
え
て

令
和
５
年
度
村
表
彰
式

　
３
月
28
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
村
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
式
は
、
村
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
や
各
種
大
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

計
21
名
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
功
　
労
　
賞

　
○
自
治
功
労

冨　
田　
義　
行

佐　
藤　
正
次
郎

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
○
栄
光
賞

石　
綿　
　
　
響　
（
高　
１
）

鈴　
木　
洋　
律　
（
東
成
瀬
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
○
奨
励
賞

吉　
田　
　
　
縁　
（
小　
６
） 

佐
々
木　
の
ど
か　
（
中　
３
） 

佐
々
木　
順　
子　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

髙　
谷　
信　
一　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐　
藤　
　
　
幹　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

菊　
地　
昌　
子　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐
々
木　
正　
利　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐　
藤　
み　
つ　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

佐
々
木　
永　
吉　
（
ジュ
ネ
ス
栗
駒
Ｐ
Ｇ
協
会
）

◆
芸
術
文
化
賞

　
○
栄
光
賞

最
上
谷　
佳　
暖　
（
中　
２
） 

髙　
橋　
颯　
太　
（
中　
３
）

佐
々
木　
悠　
人　
（
高　
１
）

谷　
藤　
翔　
太　
（
高　
２
）

東
成
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
○
奨
励
賞

髙　
橋　
由　
宇　
（
小　
３
）

柳　
　
　
賢　
弥　
（
中　
３
）

　
３
月
28
日
、
株
式
会
社
菅
与
か
ら
「
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
２
０
０
万
円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
村
で
は
、
例
年
同
社
か
ら
多
額
の
寄
附

金
を
い
た
だ
い
て
お
り
村
の
事
業
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。入

学
祝
い
贈
呈

　
３
月
21
日
、
成
瀬
ダ
ム
振
興
事
業
協
同

組
合
か
ら
村
教
育
委
員
会
に
図
書
カ
ー
ド

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
組
合
に

よ
る
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
内
の
小
・
中

学
校
入
学
式
で
新
入
生
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 村

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ

▲成瀬ダム振興事業協同組合

　鈴木理事長（右）

（　
）は
受
賞
時
の
学
年

﹇　
﹈は
地
区
名

　
受
賞
者
一
覧（
順
不
同
、敬
称
略
）

役場からのお知らせ
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異
動
・
昇
格
（
４
月
１
日
付
）　

※

（　
）
は
異
動
前

◆
総
務
課

課
長
補
佐
（
議
会
事
務
局
長
） 

冨　
田　
美
喜
子

主
任
（
民
生
課
主
任
） 

佐
々
木　
賢　
太

主
任
技
術
員
（
環
境
課
技
術
員
） 

 

吉　
田　
勝　
英

技
術
員
（
新
規
採
用
） 

菊　
地　
隆　
幸

技
術
員
（
再
任
用
・
教
育
委
員
会
技
術
員
） 

髙　
橋　
武　
広

防
災
対
策
室

室
長
・
総
務
課
参
事
兼
任
（
総
務
課
課
長
補
佐
） 

佐
々
木　
年
子
喜

主
事
・
総
務
課
主
事
兼
任
（
企
画
課
主
事
） 

篠　
木　
宇　
之

◆
企
画
課

　
課
長
補
佐
（
総
務
課
課
長
補
佐
） 

後　
藤　
和　
樹

　
主
任
（
県
庁
派
遣
） 
土　
谷　
昂　
平

◆
住
民
生
活
課

　
課
長
・
会
計
管
理
者
兼
任
（
農
林
課
長
） 

菊　
地　
　
　
剛

　
課
長
補
佐
（
税
務
課
課
長
補
佐
） 

船　
山　
利　
佳

　
課
長
補
佐
（
民
生
課
課
長
補
佐
） 

佐
々
木　
あ
や
子

　
課
長
補
佐
（
総
務
課
課
長
補
佐
） 

髙　
橋　
　
　
梢

　
主
査
（
建
設
課
主
査
） 

佐
々
木　
誠　
也

　
主
事
（
民
生
課
主
事
） 

佐
々
木　
　
　
優

　
主
事
（
税
務
課
主
事
） 

黒　
澤　
　
　
輝

◆
健
康
福
祉
課

課
長
（
民
生
課
長
） 

髙　
橋　
弘　
克

主
査
（
民
生
課
主
査
） 

伊
勢
谷　
則　
子

主
査
（
民
生
課
主
任
保
健
師
） 

黒　
沢　
紗
恵
子

主
任
（
民
生
課
主
任
保
健
師
） 

石　
川　
文　
子

主
任
（
教
育
委
員
会
主
任
） 

齊　
藤　
優　
人

主
事
（
民
生
課
保
健
師
） 

中　
嶋　
夢　
菜

業
務
員
（
民
生
課
業
務
員
） 

佐
々
木　
寿　
恵

転　
入　
　

※

（　
）
は
異
動
前

参
事　
消
防
司
令　
　
　
　
　
伊　
勢　
和　
幸　
（
消
防
署
）

主
幹　
消
防
司
令　
　
　
　
　
佐
々
木　
　
　
訓　
（
羽
後
分
署
）

主
事　
消
防
士　
　
　
　
　
　
髙　
橋　
　
　
遼　
（
稲
川
分
署
）

転　
出　
　

※
（　
）
は
異
動
先　

参
事　
消
防
司
令　
　
　
　
　
瀧　
澤　
　
　
守　
（
雄
勝
分
署
）

主
任　
消
防
士
長　
　
　
　
　
藤　
田　
大　
貴　
（
消
防
署
）

主
事　
消
防
副
士
長　
　
　
　
柴　
田　
瑠　
樹　
（
消
防
署
）

人事

定
期
人
事
異
動

村
職
員
異
動

消
防
職
員
異
動
（
東
成
瀬
分
署　
４
月
１
日
付
）

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
看
護
師
（
新
規
採
用
） 

吉　
田　
愛　
美

　
看
護
師
（
再
任
用
） 

佐
々
木　
ヱ
ミ
子

◆
産
業
振
興
課

　
課
長
（
建
設
課
長
） 

髙　
橋　
憲　
一

　
課
長
補
佐
（
農
林
課
課
長
補
佐
） 

髙　
橋　
真　
季

　
課
長
補
佐
（
企
画
課
課
長
補
佐
） 

髙　
橋　
悟　
史

　
課
長
補
佐
（
民
生
課
主
査
） 

 

佐
々
木　
純　
一

　
主
任
専
門
員
（
再
任
用
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
） 

菊　
地　
茂　
樹

　
主
査
（
税
務
課
主
査
） 

高　
橋　
和　
典

　
主
事
（
企
画
課
主
事
） 

福　
田　
凌　
央

◆
建
設
課

課
長
（
税
務
課
長
） 

髙　
橋　
与
志
雄

主
任
（
環
境
課
主
任
） 

菅　
原　
　
　
勝

主
任
（
環
境
課
主
任
） 

古　
谷　
涼　
輔

◆
議
会
事
務
局

　
議
会
事
務
局
長
（
農
林
課
課
長
補
佐
） 

佐
々
木　
芳　
紀

◆
教
育
委
員
会

　
次
長
補
佐
（
診
療
所
事
務
長
） 

伊
勢
谷　
　
　
誠

　
業
務
員
（
再
任
用
） 

吉　
田　
聡　
子

information
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令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
縦
覧
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
方
が
ご
自

身
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
評
価

額
に
つ
い
て
、
周
辺
の
評
価

額
と
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

◆
期
間

　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

◆
場
所

　
住
民
生
活
課

◆
手
数
料

　
無
料

◆
縦
覧
で
き
る
方

　
・
固
定
資
産
税
の
納
税
者

　
・
納
税
者
と
同
居
の
ご
家
族

　
・
納
税
管
理
人

　
・
納
税
者
の
代
理
人

　
　
（
委
任
状
が
必
要
で
す
。
）

◆
必
要
書
類

　

運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

※

制
度
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
場
合
は
、
縦

覧
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
☎
47
３
４
０
５

健
康
づ
く
り
と
こ
こ
ろ
の
健
康
・
自
殺
対
策
に
関

す
る
村
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
村
で
は
「
健
康
ひ
が
し
な
る
せ
２
１
計

画
」
「
東
成
瀬
村
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
い
の
ち
を
支
え
る
む
ら
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
両
計
画
が
見
直

し
の
時
期
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

今
年
の
土
地
・
家
屋
評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

税金

新規採用者をご紹介します！
総務課　技術員（教育委員会兼務）　　　　

　菊　地　隆　幸
　（出身　平良地区）　

わからない事が多いですが、精一杯頑張り
ますので、よろしくお願いいたします。

きくち たかゆき
国民健康保険診療所　看護師　

　吉　田　愛　美
　（出身　田子内地区）　

村民の皆様のお力になれるように頑張ります。
よろしくお願いいたします。

よしだ まなみ

健康
づくり健康

づくり
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
　

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

健
（
検
）
診
受
診
や
運
動
、
健
康
教
室
へ

の
参
加
な
ど
の
健
康
づ
く
り
を
楽
し
み
な

が
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
新
た
に
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
始
め
ま
す
。

　
対
象
事
業
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
る
仕
組
み
で
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
特
典
と
交
換
で
き
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
な
が
ら
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
参
加
に
は
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
村
の
総
合
検
診

以
外
で
の
健
診
（
職
場
や
医
療
機
関
）
も

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
今
月
の

広
報
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

子育て・募集
出
産
お
祝
い
ラ
ン
チ
チ

ケ
ッ
ト
事
業
を
始
め
ま
す
！
　

　
村
で
は
、
令
和
６
年
４
月
以
降
に
出
産

さ
れ
た
ご
家
庭
に
「
ラ
ン
チ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
進
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
子

さ
ん
の
誕
生
を
祝
う
と
と
も
に
、
仕
事
や

家
事
・
育
児
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
、
お
い
し
く

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
で
体
調

を
整
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
楽
し
く
育
児

で
き
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
産

後
の
新
生
児
訪
問
の
際
に
対
象
と
な
る
ご

家
庭
に
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
事
業
所
（
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
お
店
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

☎
47
３
４
１
０

縦
覧
制
度

で
の
取
組
を
検
証
し
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
村
民
意

識
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
４
月
下
旬
に

調
査
票
が
各
家
庭
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

役場からのお知らせ
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健康
づくり

移
住
定
住
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
移
住
定
住
住
宅
は
、
民
間
事
業
者
が
建

設
し
た
良
質
な
住
宅
を
村
が
借
り
上
げ
、

入
居
者
に
賃
貸
す
る
住
宅
と
な
り
ま
す
。

募
集
要
項
や
入
居
申
込
書
等
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
役
場
企
画
課
で
配
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間　
４
月
22
日
（
月
）
か
ら
５

月
10
日
（
金
）
ま
で

◆
募
集
住
宅　
移
住
定
住
住
宅
Ａ
棟
（
田

子
内
字
天
神
林
）

◆
募
集
戸
数

・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸　 

Ａ
棟
１
０
５
号（
１
階
）

◆
附
帯
設
備　

・
駐
車
場
（
カ
ー
ポ
ー
ト
）　
１
台

募集

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募集
◆
住
所　
東
成
瀬
村
田
子
内
字
二
階
野
１

６
５
番
地
（
平
良
地
区
）

◆
募
集
戸
数　
１
戸
（
２
号
棟・Ｈ
14
築
）

◆
規
格　
木
造
平
屋
建
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

　
床
面
積
76
・
７
㎡

◆
入
居
資
格

・
令
和
５
年
中
平
均
月
収
が
一
般
世
帯
は

15
万
８
千
円
以
下
、
高
齢
者
・
子
育
て

中
な
ど
の
世
帯
は
21
万
４
千
円
以
下
で

あ
る
こ
と(
控
除
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。)

・
原
則
と
し
て
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

・
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

・
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

◆
申
込
み
方
法　
役
場
建
設
課
に
あ
る
申

込
用
紙
、
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
必

要
な
書
類
を
添
付
し
て
郵
送
ま
た
は
持

参
で
提
出
す
る

◆
応
募
期
間　
４
月
22
日
（
月
）
か
ら
５

月
13
日
（
月
）
ま
で

◆
そ
の
他　

　
１　
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
後
日
申
込

者
に
連
絡
し
ま
す
。

　
２　
募
集
要
項
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
３　
不
明
点
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
課　
☎
47
３
４
０
８

・
外
部
物
置　
１
箇
所

◆
入
居
時
期　
５
月
中
旬
予
定

◆
入
居
資
格　
　

・
東
成
瀬
村
に
定
住
を
希
望
す
る
方
で
、

居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て

い
る
方
。

・
入
居
後
、
移
住
定
住
住
宅
の
所
在
地
を
住

所
地
と
し
て
住
民
登
録
が
で
き
る
こ
と
。

・
家
賃
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

・
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

◆
家
賃

　

月
額
５
万
円
か
ら
５
万
２
千
円

※

家
賃
補
助
金
適
用
後
の
家
賃
と
な
り
ま
す
。

◆
敷
金　
10
万
円
（
契
約
時
に
納
付
）

問
・
申
込
み　
企
画
課　
☎
47
３
４
０
２

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
村
で
は
４
月
か
ら
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保
健
）
と
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
（
児
童
福
祉
）
の
機

能
を
併
せ
持
っ
た
「
東
成
瀬
村
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
、
健
康
福
祉
課
内
に
設

置
し
ま
し
た
。

　
妊
娠
（
不
妊
）
か
ら
出
産
、
子
育
て
な

ど
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
な
っ
て
お

り
、
健
康
福
祉
課
内
に
相
談
室
を
準
備
し
、

保
健
師
・
保
育
士
が
対
応
し
ま
す
。
事
前

に
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
個
室
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。

　
４
月
は
入
園
・
入
学
、
進
級
な
ど
で
環

境
が
変
わ
り
、
子
ど
も
達
も
緊
張
や
不
安

を
感
じ
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
や

気
分
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。

相談

・
笑
顔
が
減
っ
た
気
が
す
る

・
園
や
学
校
の
こ
と
を
話
そ
う
と
し
な
い

・
体
調
不
良
を
訴
え
る
こ
と
が
増
え
た

・
睡
眠
時
間
が
長
く
な
る
、
朝
起
き
ら
れ

な
い

　
な
ど
気
に
な
る
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、妊
娠（
不

妊
）、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所　
役
場
２
階
健
康
福
祉
課

※
上
記
以
外
で
も
随
時
電
話
や
訪
問
で
の

相
談
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課

内
）　
☎
47
３
４
１
０

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医

療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
た
め
の
相

談
窓
口
で
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
福

祉
課
内
に
設
置
し
て
お
り
、
保
健
師
、
社

会
福
祉
士
が
対
応
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
介
護
認
定
の
申
請
方
法
を
知
り
た
い

○
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い

○
介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い

○
家
族
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み

　
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
の
皆
さ

ん
へ
　
村
で
は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
の
取
組

と
し
て
、
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

関
係
者
の
方
か
ら
の
在
宅
医
療
や
介
護
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
東
成
瀬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
２
階　
健
康
福
祉
課
）☎
47
３
４
１
０

受
付
時
間
：
平
日
（
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
）

information
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新
任
の
先
生
方
で
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

▲生徒会説明会 ▲新任式

○
新
任
の
先
生
方　

信
太　
　
悟
先
生
（
横
手
市
立
横
手
明
峰

中
学
校
よ
り
）

北
畠
由
美
子
先
生
（
羽
後
町
立
西
馬
音
内

小
学
校
よ
り
）

照
井　
千
夏
先
生
（
横
手
市
立
平
鹿
中
学

校
よ
り
）

藤
川　
和
之
先
生
（
湯
沢
市
立
湯
沢
南
中

学
校
よ
り
）

髙
橋　
夏
奈
さ
ん
（
日
本
語
支
援
員　
東

成
瀬
小
学
校
よ
り
）

菊
地　
隆
幸
さ
ん
（
新
採
用
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
４
日
に
新
任
式
、
５
日
に
入
学
式
を
終

え
、
い
よ
い
よ
中
学
校
の
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
早
速
２
、
３
年
生
の

先
輩
方
が
新
入
生
に
生
徒
会
活
動
・
部
活

動
を
説
明
す
る
会
を
行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
使
っ
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
も
早
く
中
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、

職
員
を
含
め
全
校
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
入
生
を
迎
え
て

生
き
生
き
東
中
生

井上英樹校長先生

県教育庁幼保推
進課から

　
い
ろ
い
ろ
な
学
校
に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た

が
、
東
成
瀬
村
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。
新

し
い
出
会
い
に
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
や
地
域
の
こ
と
を
早
く
覚
え

て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
校
生
活
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
３
年
ぶ
り
、
２
回
目
の
東
成
瀬
小
学
校
勤
務

と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
東

成
瀬
の
人
や
自
然
と
た
く
さ
ん
関
わ
り
な
が
ら
、

夢
に
向
か
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
東
成
瀬
小
学
校
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中

で
元
気
に
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

促
進
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
理
科
専
科
と
し
て
３
度
目
の
勤

務
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
と
学
校
生
活
を
お
く
れ
る
こ
と
、

温
か
な
保
護
者
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
と
ご
一

緒
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
成
瀬
の
豊
か
な
自
然
や
環
境
を
取
り
入
れ
て

理
科
の
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
を
、
信
太
先
生

と
一
緒
に
一
年
間
支
援
員
と
し
て
教
育
目
標
の

「
夢
い
っ
ぱ
い
か
し
こ
く
や
さ
し
く
た
く
ま
し

く
」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
が
楽
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
続
け
る
為
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柴田昌幸教頭先生

湯沢市立湯沢東
小学校から

信太美和子先生

湯沢市立湯沢西
小学校から

皆川　知子先生菊地　時夫先生

　
学
校
の
前
の
国
道
を
通
っ
て
い
る
と
数
十
年

前
に
勤
務
し
た
小
学
校
の
楽
し
い
思
い
出
が

甦
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
希
望
を
胸
に
東
成
瀬

小
学
校
に
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
素
晴
ら
し

藤王　修先生
　
横手市立横手明
峰中学校から

い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
み
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
！

新
入
園
児
を
祝
う
会
！

子
ど
も
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
る
せ
っ
子
広
場

　
東
成
瀬
村
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
遠

い
昔
に
両
親
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
で
あ

り
、
何
か
の
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
と
学
び
の
た

め
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
４
月
か
ら
は
、
子
ど
も
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
常
駐
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
３
月
28
日
、
な
る
テ
ッ
ク
か
ら
４
名
の

ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
機
械

に
ど
の
よ
う
な
命
令
を
す
れ
ば
、
目
的
を

達
成
で
き
る
の
か
」
と
い
う
論
理
的
思
考

力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業

の
準
備
段
階
と
し
て
、
新
年
度
も
４
・
５

歳
児
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
４
月
８
日
、
増
田
地
区
交
通
安
全
協
会

東
成
瀬
支
部
様
よ
り
、
黄
色
い
帽
子
の
贈

呈
と
、
交
通
安
全
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

▲プログラミングカーが
　見事にゴール！

▲佐々木支部長さんより帽子の贈呈 ▲昨年度、途中入園されたお友だちも
　一緒にお祝い

▲育成室も開放しています

▲ゲーム感覚で楽しみながら
　学ぶ

▲大人気の外遊び　

▲新１年生おやつの時間

新
し
い
ス
タ
ー
ト

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
村
内
２
カ
所
の
学

童
ク
ラ
ブ
が
統
合
し
「
な
る
せ
学
童
ク
ラ

ブ
」
と
な
り
ま
し
た
。
新
一
年
生
も
加
わ

り
、
沢
山
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
着
任
し
、
ル
ー

ル
を
守
り
な
が
ら
、
楽
し
く
・
安
心
・
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
め

て
参
り
ま
す
。

太田　博史

▲下校後すぐに宿題をします

児
童
館
だ
よ
り
・
図
書
館
だ

よ
り
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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変な家
雨　穴　　著　／　飛鳥新社

頭のいい人が話す前に考えていること
安達　裕哉　著　／　ダイヤモンド社

　謎の空間、二重の扉、窓のな
い子供部屋―
間取りの謎をたどった先に見た
「事実」とは⁉
　YouTubeで話題となった
「変な家」の全ての謎が解き明
かされる完全版。2024年3月
映画化、現在公開中。

おらほの図書館

５月の休館日　3～６日（祝）　19日（日）
おはなし会　　11日（土）10：30～

～おしらせ～

きてたんせきてたんせ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711まで

　どれだけ考えても伝わらなけれ
ば意味がない。でも話し方のスキ
ルだけでは人の心は動かせない…
「頭のいい人」は何をどう考えて
いるかを明確にし、誰でも思考の
質を高め「頭のいい人」になれる
方法を伝授。今いちばん売れてい
るコミュニケーション本！

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

だ
る
ま
凧
づ
く
り
・
凧
揚
げ
教
室

空
高
く
揚
が
れ
!!!

　
３
月
26
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る

る
ん
に
お
い
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
虎
の
穴
」
事
業
の
一
環
で
、
祖
父
母
や

子
ど
も
が
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
し
交

流
す
る
、
だ
る
ま
凧
づ
く
り
・
凧
揚
げ
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
沢
凧
同
好
会
の
先
生
方
の
協
力
の
も

と
、
参
加
者
は
墨
で
絵
を
描
い
た
和
紙
を

竹
の
骨
組
み
に
張
り
、
糸
を
結
ん
で
凧
を

つ
く
り
ま
し
た
。
最
後
は
完
成
さ
せ
た
凧

を
揚
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
東
成
瀬
駐
在
所
に
着
任

し
た
森
岡　
健
と
申
し
ま
す
。

　
東
成
瀬
村
の
一
員
と
し
て
地
域
に

溶
け
込
み
な
が
ら
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
寄
り
添
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
成
瀬
駐
在
所
開
所
式

東
成
瀬
駐
在
所
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。　教育委員会では、社会教育・スポーツ活動などの振

興のため、体育施設を継続的に利用する団体に開放し
ます。
　利用を希望される団体は事前に登録が必要となりま
すで、団体の代表の方はお申込みをお願いします。
開放施設　村民体育館、東成瀬中学校体育館・卓球室
開放期間　５月３日（金）から10月29日（火）まで
申込み方法　教育委員会にある申込み書類に必要事項

を記入してご提出ください。
申込み期限　４月26日（金）まで
その他　感染症の状況等により休止する場合があります。
問　教育委員会　☎４７－３４１５

利用団体募集 ～体育館開放【前期】～

も
り
お
か
　
た
け
し

みんなの広場
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　３月24日、地域交流センターゆるるんにおい
て、村芸術文化協会によるなるせ芸術文化祭が開
催されました。展示発表では、つる細工や陶芸
品、絵手紙などの素晴らしい作品が並びました。
ステージ発表では、加盟団体による踊りや民謡、
詩吟、仙人太鼓などのほか、生涯学習教室の成果
も披露されました。
　来場者は、多彩な展示発表を楽しんだりと芸術
文化に触れる貴重な時間を過ごしました。

なるせ芸術文化祭
芸術文化の醍醐味を味わう

　
東
成
瀬
村
方
言
活
用
事
業
推
進
委
員
会

で
募
集
し
ま
し
た
第
９
回
仙
人
の
郷
流

「
俳
句
・
川
柳
」
は
、
17
名
の
方
よ
り
64

作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
21
日
に
選
考

審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
光

景
や
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
４
点
が
選
出
さ
れ
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
（
１
作
品
）

雪
こ
ご
り
　
し
め
ゃ
で
紅
白
　
し
ば
ざ
く

ら（
雪
の
か
た
ま
り　
つ
か
ま
え
て　
け
ん

め
い
に
咲
く　
し
ば
ざ
く
ら
の
花　
赤
と

白
）

山
野
は
し
ば
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

優
秀
賞
（
４
作
品
）

え
ま
な
ば
よ
　
横
文
字
え
ぎ
ゃ
で
　
お
ら

こ
ま
た

（
近
年
の
世
相
を
考
え
て
み
る
と
き
、
文

章
で
も
、
話
し
言
葉
に
も
や
た
ら
と
横
文

字
が
多
く
な
り　

年
寄
り
に
は
困
り
も

の
。
美
し
い
日
本
の
言
葉
を
と
り
も
ど
し

た
い
。
）　
　
　
　
和
尚
（
お
っ
さ
ん
）

ば
ば
あ
ま
い
　
の
さ
ば
ら
が
す
な
と
　
子

に
言
わ
れ

（
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
ま
い
!!
」
と
孫

に
接
す
る
態
度
を
、
同
居
す
る
子
ど
も
に

言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
心
の
中
で
は
、

「
い
い
べ
！
！
」
と
思
っ
て
い
る
）
）

ゆ
ぐ
た
が
れ
一
斉

傍
さ
え
て
　
こ
し
ゃ
く
ま
げ
る
な
　
は
が

え
が
ね

（
傍
に
い
て　
世
話
を
焼
か
な
い
で　
は

か
ど
ら
な
い
か
ら
）

な
る
せ
２
番

ご
し
ゃ
げ
る
な
　
ゆ
た
ご
ど
ね
ご
ど
　
ゆ

て
歩
ぐ

（
く
や
し
い
な
ぁ　
云
っ
た
事
も
無
い
事

を　
云
い
ふ
ら
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
で
く
の
ぼ
う
か
か
し

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

第
９
回
仙
人
の
郷
流
「
俳
句
・
川
柳
」

東
成
瀬
村
方
言
活
用
事
業

13 2024.４広報　ひがしなるせ



菊地　あいり　きくち　あいり

４月１日、地域おこし協力隊13名が新たに着任
しました。うち10名はなるテックの協力隊募集
管理業務によるものです。

島田　陽輝　しまだ　はるき
いけちゃん

・出身　秋田県
　大学進学で上京後、YouTubeなどSNSを中心に
活動してきて、現在総フォロワー数は約150万人い
ます。また、グラビアで雑誌の表紙になったり、ラ
ウンドガールをしたり、ポーカーのディーラーとし
て働いたり、広い活動の幅を持っています。
　昨年、一級建築士試験に合格したこともあり、今
とても建築に興味があります。東成瀬村では空き家
や古民家の改修などの観点から地域活性化に貢献し
たいと考えています。

・出身　福岡県　　・趣味　スポーツと創作
　元々は地元で倉庫作業員として働いており、鉄の入荷
や加工、トラックへの積み込みなどの業務に従事してい
ました。
　なるテックに応募したきっかけは、将来的に前職の仕
事がAIや自動化の影響を受ける可能性を感じ、手に職を
つける必要性を感じたためです。
　今後は、都会では味わえない自然の魅力を多くの方に
伝え、東成瀬村の良さを広めることに貢献したいと考え
ています。また、若者が活躍する村の姿を見せることで、
地域社会に新しい活力をもたらしていきます。

・出身　秋田県
　ヨガが好きで、アシュタンガヨガを勉強中です。また、
仙台で和食料理屋に勤めていました。体に優しいがテー
マの料理やお菓子作りが趣味で販売をしていました。
　料理が好きなので東成瀬の食べ物を使って、お料理を
したり加工品を作って紹介したいです。東成瀬の綺麗な
土地を活かし、自分野菜や米なども作ってみたいです。
食べ物や音楽、自然などをテーマにした、子供から大人
まで楽しめるイベントを開催したいです。また、少子高
齢化問題の解決のために、子育てしやすい平和な村を作
りたいです。

澤屋敷　海　さわやしき　かい

・出身　岩手県
　以前は病院での栄養管理業務をしておりま
した。自然の中での体験を通して、多くの人
に自然の素晴らしさを伝えていきたいです。

地域おこし協力隊
東成瀬

村

14 2024.４ 広報　ひがしなるせ



小谷　佳子　こたに　かこ

・出身　千葉県
・趣味　水族館や美術館巡り
　前年度まで、学生として観光学を勉強しておりま
した。
　なるテックに応募したきっかけは、自身のスキル
を1から身に着け、よりよい地域社会を作ることに
貢献していきたいと思い至ったためです。
　地域おこし協力隊として、東成瀬村の魅力を村外
の方々に知っていただけるよう全力を尽くしてまい
ります。

奥山　雅子　おくやま　まさこ

・出身　秋田県大仙市大曲
・趣味　NHK朝ドラやお笑い
　前職は化粧品の国内メーカーに従事し、首都圏地
区の百貨店で化粧品販売をしておりました。
　女性のライフステージが変化していく中でも長く
働き続けられるスキルを身につけ、自身が働くモデ
ルになりながら秋田に貢献したいと思い、入社しま
した。
　東成瀬村の魅力を発信し、誰もがこれからの未来
を想像できるようなまちづくりをしていきます。

進藤　美友紀　しんどう　みゆき

・出身　秋田県
・趣味　映画・ドラマ・音楽鑑賞
　ディーラーで店舗事務員として、来客応対や経理業
務、在庫管理や店舗装飾など、店舗全体に関わる業務
に従事しておりました。
　長い間同じ環境で働いている中で、自己成長や働き
方についてよく考えていました。そんな中で、スキル
アップができ、柔軟な働き方ができる「なるテック」
に応募しました。IT未経験での挑戦となりますが、変
化を恐れずに自己成長していきたいです。
　周りの支えがあって今の自分がいるということ、
日々の感謝を忘れず、新しい出会いと繋がりを大切
に、どんな地域課題に対しても立ち向かっていきたい
です。

田村　　玲　たむら　れい

・出身　秋田県秋田市
・趣味　読書 特に歴史が好きなので歴史の本をよ
く読みます。
　以前は大学生として、主に地域政策や経済を中心
に社会系科目を勉強していました。
　なるテックに入社したきっかけは、「日本の社会
課題をテクノロジーで解決する」というなるテック
の経営目的が、自分の思い描いていた地方創生のあ
り方と同じで、興味を持ったからです。
　地域おこし協力隊として東成瀬村のDXをはじ
め、村民の皆様がより豊かな生活を送ることができ
るよう、精一杯頑張りたいと思います。
　よろしくお願いいたします。

15 2024.４広報　ひがしなるせ



鈴木　祐輝　すずき　ゆうき

轟　麻起子　とどろき　まきこ須原　風香　すはら　ふうか

・出身地　大阪府
・趣味　写真撮影、登山、ドライブなど
　前職はDTPオペレーターとして取説の作成をし
ておりました。
　多忙に苦しむ人々を救いたい一心でIT企業への転
職を決意し、なるテックからオファーを頂きまし
た。
　ITの他に地方創生にも力を入れていたので、自然
環境に関わる仕事にもチャレンジしたいと考え、決
めました。
　今後は村が抱えている環境問題と、自然と人の共
存について取り組んで参りたいと存じます。

・出身　千葉県
・趣味　旅行、スポーツ観戦、バドミントン
　以前は人材の営業や事務周りをやってました。
　なるテックに入社した理由は、自分の付加価値を上
げ、武器を得ること。そして今まで関わって下さった方々
や地域に貢献したいからです。
　今後は、ITの浸透を目的としたITの塾（スクール）を作
り、ITを身近に感じ1人1人が描く夢を叶える手助けをい
たします。

・出身　静岡県浜松市
・趣味　ゲームと読書
　もともと建築資材流通会社で働いていました。
　なるテックに入社した理由は、転職時に他にない
事業かつ未経験者に対する研修制度が整っている会
社を探していた際、転職サイトの転職フェアで企業
説明をいただき、なるテックを調べる中で近藤社長
の熱量が伝わり本気だと知ったから入社を決意しま
した。
　今後は地域おこし協力隊として積極的に地域と交
流し、協力していきます。

川村　　亨　かわむら　とおる

・出身　宮城県
・趣味　登山　主に東北の山々に登っています。
　前職はアウトドアショップに勤めており、趣味の
経験を活かして接客をしていました。また、副業で
Webライターとして活動しており、WebやITのス
キルを高めたいということと地方創成の事業に魅力
を感じ、なるテックへ入社いたしました。
　今後、移住支援に携わりたいと思っており、とく
に情報発信を通じて、東成瀬村の魅力を伝えていき
たいです。

162024.４ 広報　ひがしなるせ



伊藤　正樹　いとう　まさき

・出身　青森県
　社会福祉協議会に所属して、地域連携などを行っ
ていました。お世話になる東成瀬村の地域の新たな
資源の掘り出しと活用に挑戦していきます。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
な
る
テ
ッ
ク

の
永
山
（
か
ず
に
ゃ
ん
）
で
す
！

　
協
力
隊
３
年
目
で
、
東
成
瀬
村
の
温
泉

水
を
活
用
し
た
「
赤
み
に
特
化
し
た
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
ス
キ
ン
ケ
ア
」
を
開
発
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
、
内
容
の
成
分
が
決
ま
り
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
確
認
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
初
め
て
の
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
多
い
で
す
が
、
工
場
の
方
と
お
話
し

を
重
ね
て
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
早
く
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
で
す
！

　
私
が
現
在
メ
イ
ン
で
携
わ
っ
て
い
る
業

務
内
容
は
、
社
内
メ
ン
バ
ー
が
獲
得
し
た

案
件
の
サ
ポ
ー
ト
、
営
業
事
務
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
人
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
覚
え
て
い

た
た
め
、
事
務
未
経
験
で
は
あ
り
ま
す

が
、
メ
ン
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
手
を
挙

げ
ま
し
た
。
先
方
と
の
応
対
に
必
要
な
日

本
語
力
、
営
業
を
行
う
メ
ン
バ
ー
へ
の
支

援
作
業
等
、
自
身
の
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山

積
み
で
す
が
、
責
任
感
を
も
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。
「
助
か
っ
た
」
の
声
を
頂
く
た

め
に
も
頑
張
り
ま
す
。

日　時　成果報告会    5月29日(水)    午後2時から午後5時まで
       　　交流会 　      同日      　　　午後6時から午後9時まで
会　場　地域交流センター ゆるるん
参加費　成果報告会　無料　　交流会　3000円(当日現金支払い)

　なるテックの成果と展望に関する話だけでなく、成瀬ダムの建設を
行っている鹿島建設様から「成瀬ダム建設の意義と価値について」の
プレゼンを頂く場もございます。

「第6回成果報告会」と「交流会」開催のお知らせ

　村の将来について理解を深めることのできる場となりますので、是非ご来場ください。
また、成果報告会終了後に来場者の方とお食事を囲んでの情報交換やご歓談のための交流会
も実施します。こちらも併せてご参加いただければと思います。

永
山
和
宏

活
動
日
記

髙
𣘺
ひ
よ
里
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堤頂長：755.0m

ダム本体が完成した時の高さ（標高 532.50m） 管理庁舎
建築箇所

ダム本体打設工事

写真：令和5年11月22日撮影

取水設備工事

管理庁舎建築工事

今年度施工予定範囲

左岸 右岸

取水設備

【右岸】 【左岸】

成瀬ダム

管理庁舎建築箇所

写真：令和5年11月22日撮影

写真：令和6年3月12日撮影

写真：令和5年10月2日撮影

堤高
114.5m

29.0m

2.5m 令和６年度打設予定高さ（標高 530.00m）

完成イメージ図

取水設備

右岸側からの状況 取水塔へ設置するゲート開閉装置（工場製作）

◆
成
瀬
ダ
ム
情
報
◆
　
令
和
６
年
度
の
堤
体
打
設
開
始
（
今
年
度
か
ら
土
曜
日
・
日
曜
日
休
工
）

成瀬ダム建設事業の令和６年度予算は約１９１億円（前年比０．８４）です。昨年度に引き続
き、堤体打設工事、原石山採取工事、取水設備工事等に加え、今年度から管理庁舎建築工事やダ
ム管理用制御設備工事等の管理に向けた工事に着手します。

堤体打設工事は、昨年１１月末から冬期休工していましたが、今年の４月１０日に工事を再開
しました。
今年で自動化施工が見納めとなります。今年も様々な見学会を企画していますのでご利用くだ

さい。（詳細はWEBサイトから https://www.thr.mlit.go.jp/narusedam/）
なお、令和６年４月１日から、建設業においても『時間外労働（残業）の上限規制』がはじま

ります。国土交通省としても、さらに建設業の働き方改革を推進するため『週休２日の完全実
施』を開始します。
成瀬ダムにおいては、堤体打設工事や原石山採取工事など多くの工事がこれまでの日曜日に加

えて、土曜日も休工となります。ご視察される場合は、留意願います。

18 2024.４ 広報　ひがしなるせ



役
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た

「
感
謝
の
き
も
ち
」

〝
こ
の
度
も
成
瀬
会
で
は
、
な
つ

か
し
い
方
々
と
美
味
し
い
ご
馳
走

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。
そ
し
て

八
十
歳
の
お
祝
い
ま
で
も
。
心
温

ま
る
お
心
遣
い
と
手
作
り
の
お
品

ま
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〞

〈
会
員
か
ら
の
お
便
り
〉

　

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
、
各
地
の
「
ふ
る
さ
と
会
」

が
再
開
に
踏
み
出
し
た
昨
年
。
な

る
せ
会
も
そ
の
前
向
き
さ
に
勇
気

を
も
ら
い
「
と
に
か
く
集
ま
ろ

う
」
と
い
う
こ
と
に
決
め
た
。
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
と
は
い
え
感
染
リ
ス
ク
は

つ
き
ま
と
う
。
会
員
の
減
少
と
高

齢
化
も
気
に
か
か
る
。
不
安
の
な

か
に
も
期
待
を
覗
か
せ
な
が
ら
の

集
い
。
４
年
ぶ
り
の
「
集
い
」
が

出
席
者
の
心
に
ど
ん
な
思
い
を
め

ぐ
ら
し
た
の
か
気
に
か
か
る
。

　

初
め
て
傘
寿
の
お
祝
い
を
し
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
第
31
回

（
令
和
元
年
）
総
会
。
歳
を
重
ね

て
も
、
尚
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
。
長
寿
の
喜
び
と
感
謝
は
役

員
会
の
総
意
。
役
員
会
に
寄
せ
ら

れ
た
「
感
謝
の
き
も
ち
」
は
こ
の

上
な
く
う
れ
し
い
。

　

先
月
３
日
の
桃
の
節
句
。
上
野

駅
付
近
の
居
酒
屋
で
反
省
会
（
総

会
）
を
行
う
。
総
会
に
い
つ
も
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
「
よ
し
ひ
ろ
さ

ん
と
桂
さ
ん
」
に
も
お
声
が
け
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
二
人
の

快
い
参
加
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

４
年
ぶ
り
の
総
会
は
「
喜
び
に
あ

ふ
れ
た
再
会
」
と
の
認
識
を
共

有
。
準
備
か
ら
開
催
ま
で
の
苦
労

話
か
ら
、
参
加
者
の
雰
囲
気
、
料

理
な
ど
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。
な
か
で
も
「
物
産
販
売
」
の

話
題
に
熱
が
帯
び
た
。
従
来
の

「
物
産
販
売
」
は
、
何
の
思
慮
も

な
く
村
に
委
ね
て
い
た
。
そ
れ
を

今
回
は
「
会
の
責
任
」
で
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
。
ふ
る
さ
と
料
理

も
儘
（
ま
ま
）
な
ら
な
い
。
「
物

産
販
売
」
も
無
し
で
は
あ
ま
り
に

も
さ
み
し
い
。
さ
て
、
会
場
に
物

産
を
並
べ
る
ま
で
の
苦
労
は
さ
て

お
き
、
店
は
、
開
く
間
も
な
く
品

切
れ
が
続
出
。
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

た
と
な
れ
ば
格
好
よ
く
聞
こ
え
る

が
、
ど
う
も
品
薄
が
原
因
の
よ
う

だ
っ
た
。
初
の
試
み
で
あ
る
が
ゆ

え
に
品
数
は
控
え
め
に
、
残
っ
た

ら
役
員
で
買
う
ぐ
ら
い
の
心
づ
も

り
が
う
れ
し
い
誤
算
と
な
っ
た
。

釣
り
銭
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
値
札
付
け
の
工
夫
も
指
摘
さ

れ
た
。

　　

反
省
会
の
後
は
「
よ
し
ひ
ろ
さ

ん
＆
桂
さ
ん
を
囲
む
」
慰
労
会

に
。
役
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
「
感

謝
の
き
も
ち
」
に
元
気
を
も
ら

い
、
「
ふ
る
さ
と
の
絆
」
が
ほ
ろ

酔
い
気
分
に
さ
せ
た
。    

ｎ
ａ
ｒ
ｕ

ふるさとへの便り

19 2024.４広報　ひがしなるせ
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令
和
６
年
度
秋
田
県
育
英
会
奨
学
生

募
集

　
令
和
６
年
４
月
に
大
学
（
短
大
）
及
び

専
修
学
校
専
門
課
程
に
進
学
し
た
１
年
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数

大
学
月
額
奨
学
金　
20
名
程
度

多
子
世
帯
向
け
奨
学
金　
10
名
程
度

専
修
学
校
月
額
奨
学
金　
10
名
程
度

募
集
期
間

　
５
月
７
日
（
火
）
か
ら
５
月
24
日
（
金
）

ま
で

問　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
３
５
５
２

Ｆ
ａ
ｘ
０
１
８
（
８
６
０
）
３
５
５
５

令
和
６
年
５
月
・
６
月
開
催
予
定
の
在

職
者
訓
練
の
御
案
内

①�

エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習　
　
　
定
員
10
名

５
月
10
日
（
金
）・24
日
（
金
）
の
２
日
間

②�

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験（
上
期
）

過
去
問
解
説
※
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可

定
員
20
名

５
月
14
日
（
火
）・15
日
（
水
）
の
２
日
間

③
は
じ
め
て
の
Ｎ
Ｃ
旋
盤
加
工
編定

員
５
名

５
月
28
日
（
火
）・29
日
（
水
）
の
２
日
間

④JW
-C
A
D

基
本
操
作
講
習

定
員
10
名

６
月
５
日
（
水
）・６
日
（
木
）
の
２
日
間

⑤�

ワ
ー
ド
基
礎
講
習　
　
　
　

定
員
10
名

６
月
11
日
（
火
）・12
日
（
水
）
の
２
日
間

⑥�

足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別

教
育　
定
員
10
名

６
月
13
日
（
木
）・14
日
（
金
）
の
２
日
間

⑦
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
講
習　
定
員
10
名

６
月
17
日
（
月
）・24
日
（
月
）
の
２
日
間

⑧�

初
心
者
の
た
め
の
第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
試
験
入
門　
　
　
　
　
定
員
５
名

６
月
25
日
（
火
）・26
日
（
水
）
の
２
日
間

時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

実
施
時
間　

大
曲
技
術
専
門
校

受
講
資
格　

現
在
お
勤
め
し
て
い
る
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

申
込
み
・
問

　
大
曲
技
術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室

☎
０
１
８
７
�
６
３
２
１

令
和
６
年
度
秋
田
県
点
宇
図
書
館

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催

に
つ
い
て

　
秋
田
県
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、

点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
、
郵
送
に

よ
る
貸
出
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

点
訳
と
は
活
字
を
点
字
に
、
音
訳
と
は

活
字
を
音
声
に
変
え
て
視
覚
に
障
害
の
あ

る
方
に
情
報
を
伝
え
る
作
業
で
す
。

当
館
で
は
、現
在
約
２
０
０
名
の
点
訳・

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
図
書
製
作
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
育

て
る
目
的
で
、「
点
訳・音
訳
奉
仕
員
養
成

講
座
」
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

１
．�

講
座
名
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講

座

２
．
日
程
等

①
事
前
説
明
会

　
令
和
６
年
５
月
８
日
（
水
）

　
10
時
～
11
時
45
分

②
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
令
和
６
年
６
月
５
日
（
水
）
～
令
和
６

年
11
月
28
日
（
木
）
ま
で

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　５月 14日（火）
　　　10：00～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

５月の心の健康相談
開催日　５月 13、27日（月）
時　間　9：30～ 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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10
時
～
12
時
（
点
訳
全
24
回
・
音
訳
全

23
回
）（
予
定
）

点
訳
・
・
・
毎
週
水
曜
日
（
予
定
）

音
訳
・
・
・
毎
週
木
曜
日
（
予
定
）

３
．
会
場　

　
秋
田
県
点
字
図
書
館

４
．
定
員
等　

①
事
前
説
明
会
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
各
講
座

10
名
程
度

注
）
事
前
説
明
会
終
了
後
、
養
成
講
座
の

申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

そ
の
際
に
課
題
等
の
提
出
が
あ
り
ま

す
。

５�

．
事
前
説
明
会
受
付　
４
月
１
日（
月
）

か
ら
５
月
７
日
（
火
）
ま
で

　
電
話
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

６�

．
そ
の
他　
受
講
に
あ
た
っ
て
は
特
別

な
資
格
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
が
可
能
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し

て
い
る
か
購
入
の
予
定
の
あ
る
方
が
望
ま

し
い
で
す
。

実
際
の
図
書
製
作
で
は
、
点
訳
・
音
訳

そ
れ
ぞ
れ
の
機
材
等
の
準
備
が
別
途
必
要

と
な
り
ま
す
。

講
座
受
講
は
無
料
。（
た
だ
し
、テ
キ
ス

ト
代
等
は
実
費
と
な
り
ま
す
）

秋
田
県
点
字
図
書
館

〒
０
１
１
―
０
９
４
３

秋
田
市
土
崎
港
南
３
丁
目
２
―
58

☎
０
１
８
（
８
４
５
）
０
０
３
１

Ｆ
ａ
ｘ　
０
１
８
（
８
４
５
）
７
７
７
２

Ｅ
メ
ー
ル:tenji@

fukinoto.or.Jp

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
調
査
に

つ
い
て

　
火
災
に
よ
る
煙
や
熱
は
と
て
も
速
い
速

度
で
上
昇
し
ま
す
。
万
が
一
、
火
災
が
発

生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
、
早
い
段
階

で
火
災
を
感
知
し
警
報
を
発
し
ま
す
。

　
火
災
予
防
条
例
で
各
住
居
に
設
置
義
務

が
あ
り
、
普
及
促
進
に
努
め
る
た
め
広
範

な
地
域
を
調
査
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
各
家
庭
に
消
防
職
員
が
お
伺

い
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

と
き　
令
和
６
年
５
月
中

調
査
地
域　
村
内
全
域

※�

消
防
本
部
が
抽
出
し
た
地
域
。
詳
し
く

は
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
Ｈ
Ｐ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。（
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
：http

://w
w
w
.yuto

p
ia.

or.jp/~yokoiki/

）

問
東
成
瀬
分
署　
☎
㊼
２
１
８
９

令
和
６
年
５
月
・
６
月
募
集
開
始
予
定

の
離
職
者
等
委
託
訓
練
の
御
案
内

　
再
就
職
に
向
け
て
就
業
に
必
要
な
技
能

や
知
識
が
習
得
で
き
る
公
共
職
業
訓
練
で

す
ｃ
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、
の
求
職
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。）

　
ｅ
医
療
事
務
実
務
科（
デ
ュ
ア
ル
）（
大

仙
会
場
）

　
【
定
員
15
名
】募
集
期
間
５
月
22
日（
水
）

～
６
月
26
日
（
水
）

訓�

練
期
間
７
月
18
日
（
木
）
～
11
月
19
日

（
火
）
の
４
か
月
間

ｅ
パ
ソ
コ
ン・事
務
習
得
科
（
横
手
会
場
）

　
【
定
員
15
名
】募
集
期
間
６
月
10
日（
月
）

～
７
月
12
日
（
金
）

訓�

練
期
間　

８
月
７
日
（
水
）
～
11
月
11

日
（
月
）
の
3
か
月
間

各
コ
ー
ス
の
詳
し
い
内
容
は
大
曲
技
術

専
門
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、【
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
】
で
も
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

https://w
w
w
.pref.akita.1g.jp/

daisen

村
民
体
育
館
一
般
開
放

　
今
年
度
の
村
民
体
育
館
の
一
般
開
放
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
放
場
所　
村
民
体
育
館

■�

開
放
日　
５
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
26

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

■�

開
放
時
間　
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で

■�

そ
の
他

・一
般
開
放
日
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

・�

年
末
年
始
及
び
お
盆
期
間
中
は
休
館
と

な
り
ま
す
。

・�

各
種
行
事
等
に
よ
り
一
般
開
放
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

感
染
症
の
状
況
等
に
よ
り
休
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
㊼
３
４
１
５

稲
川
支
援
学
校
で
運
動
会
を
開
催
し

ま
す

日�

時　
５
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
15
分

か
ら
午
前
11
時
25
分
ま
で

会
場　
稲
川
支
援
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

雨
天
時
は
５
月
19
日
（
日
）
に
順
延
し

ま
す
。

問　
稲
川
支
援
学
校

☎
０
１
８
３
㊷
４
４
２
４

◀
問
・
申
込
み　
総
務
課　
☎
㊼
３
４
０
１
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「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

広報

No.705H I G A S H I N A R U S E

　●人　口　　　　　男　1,255人  ( 0 )
　　　　　　　　　　女　1,132人  (－10)
　　　　　　　　　　計　2,387人  (－10)
　●世帯数　1045戸 (＋10)
　●出生　０人[２人〕●死亡　８人[56人〕
　●転入　19人[156人〕●転出　21人[89人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和５年４月から

◎交通事故　・発生件数… １ 件 〔１件〕
 　・死者……… 0 人 〔０人〕
 　・傷者……… 0 人 〔０人〕
　　　～令和6年1月12日より無事故48日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　2889日
　　　　　　　～平成28年５月4日より～
◎無火災記録　341日
　　　　　　　　～令和5年4月26日より～

３月の
東成瀬村

◆ごめいふくをお祈りします

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

谷　藤　孝　子 （73）　岩井川 
佐々木　俊　朗 （80）　田子内
柴　田　ナ　ヲ （88）　椿　川
土　谷　順　一 （88）　肴　沢 
髙　橋　英　治 （69）　平　良 
佐々木　榮　子 （72）　田子内
菊　地　キ　ヨ （96）　幸寿苑
古　谷　ア　キ （96）　幸寿苑

第10回東成瀬村写真コンクール

【ダム部門　最優秀賞】
「煌びやかな堤体」

撮影者　村　田　孝　治（横手市）

【景観部門　優秀賞】
「雪　晴」

撮影者　備　前　源　一（東成瀬村）

４４

ひがしなるせ

　肉眼ではここまで見ることができない非現実的な世界が不思議な美
しさで溢れていました。カメラのHDR機能（暗いところから明るい
ところまで、より広い明るさの幅を表現できる技術のこと）を使いこ
なした表現により、二度と見ることができない一期一会の光景をしっ
かりと写し止めました。

審査員講
評
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